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　平成20年12月に制定しました「新発田市食の循環によるまちづくり条例」に基づき、市民、事業
者及び市が相互の役割を理解し、協働※により「食の循環によるまちづくり」を推進するためにこの
計画を策定します。

　本市では、めざす将来都市像を「食料供給都市」として、「食」と「農」を重視したまちづくりを
展開しています。そこで、平成15年度に分野を横断した総合的な推進をめざし、3つの重点課題とし
て、「食と農の資源循環型社会づくり(農）」、「健康しばた21めざせ100彩(健康）」、「ニューフロンティ
ア21新発田ひとづくり（教育）」を設定し取組を進めてきました。
　また平成17年度には、「食と農の資源循環型社会づくりCFT（クロス・ファンクショナル・チーム）※」
を設置して、重点課題の具体的な取組についての検討を行い、「食」を核とした産業、健康、教育、
環境、観光へと結びつけたまちづくりに取り組む必要性を提案しました。そして、平成18年度に策定
した「新発田市総合計画・中期基本計画」では、「食（食育）」を中心に据えた「重点課題の推進」を
基本計画として位置付けました。　
　さらに平成19年度には、条例の制定と推進計画の策定のため、学識経験者、公募市民、関係機関、
民間団体等を構成委員とする「新発田市食のまちづくり検討委員会」を設置し、食を取り巻く様々
な問題の背景には、「食（消費者）」と「農（生産者）」の距離が拡大したこと、つまり「食の循環」の
各段階※のつながりが希薄になったことが一つの要因であるとして、「食の循環」※の一連の流れをつく
り、活用することをベースとした具体的な取組を提言しました。
　それを受けて、平成20年度に「新発田市食の循環によるまちづくりプロジェクト」において条例案
及び推進計画案を検討し、「新発田市食の循環によるまちづくり条例」を平成20年12月に制定、翌年
1月に施行しました。

新発田市食の循環によるまちづくり推進計画策定にあたって第 １ 章

1 計画策定の趣旨 分野を横断的に取り組む3つの重点課題を設定（平成15年度）
●3つの重点課題
食と農の資源循環型社会づくり（農）
健康しばた21めざせ100彩（健康）
ニューフロンティア21新発田ひとづくり（教育）

「食の循環によるまちづくり推進計画」策定の経緯

食と農の資源循環型社会づくりCFT（クロス・ファンクショナル・チーム）…32回検討
（平成17年7月～平成19年1月）
●目的： 食と農の資源循環型社会づくりプランの策定
● 構成：庁内職員、学校教諭、学校栄養職員
●結果： 「食」を核とした、産業、健康、教育、環境、観光へと結び付けたまちづくりの

必要性を提案

新発田市食の循環によるまちづくりプロジェクト…44回検討
（平成20年5月～平成21年5月）
●目的： 食の循環によるまちづくり条例（案）及び推進計画（案）の策定
●手法：全体会議、専門部会会議、専門部会代表者会議で検討

新発田市食のまちづくり検討委員会…8回検討
（平成19年3月～平成20年1月）
●目的： 条例制定及び計画策定に向けた、具体的な内容を検討
●構成： 学識経験者、公募市民、関係機関、民間団体、関係課職員
●手法：ワークショップ方式で検討
● 「食の循環」の一連の流れをつくり、活用することをベースとした具体的取組を提言

新発田市まちづくり総合計画・中期基本計画策定（平成18年度）
●「食（食育）」を中心に据えた「重点課題の推進」を基本計画として位置付けた

新発田市食の循環によるまちづくり条例
●平成20年12月制定
●平成21年 1月施行

2 計画策定の経緯
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